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区と市民活動団体の初の交流会がありました！！ 
 

 区を含めた市民活動サポートセンターの全登録団体を対象とした交流会を、８月８日（木）に安曇野市役所

で初めて開催しました。「支え合う地域社会を目指して」というテーマのもと、各地域の区長さんや様々な分

野で活動している市民活動団体の皆さんが一堂に集まり、地域福祉に関する市の出前講座を聴き、その後にグ

ループに分かれてそれぞれの立場から意見交換を行い、交流を深めました。 

 

 市の出前講座では、「福祉８３
はちさん

プラン（地域共生社会の実

現に向けて）」として、市福祉部長寿社会課福祉政策担当の

職員から、「第３期安曇野市地域福祉計画・地域福祉活動計

画（福祉８３プラン）」についての解説と、地域共生社会を

実現するために、住民や区、地域にある団体等がどのような

ことを行っていけばよいのか、ということについて講義があ

りました。 

 講座の中で、区や地域住民は地域福祉の推進における主役

であり、主体的な活動の実施が役割となっていること、また、

福祉に携わる団体や民間事業者等には、地域の一員として地域貢献の在り方を確立し、地域との連携強化を図

ることが求められていると説明があり、このような区と市民活動団体が交流を持ち、お互いを知る場がとても

重要であると改めて感じました。 

後半は、出前講座の内容を踏まえて、各グループに分かれて意見交換を

行いました。区長さんと市民活動団体の皆さんが同じグループに入り、そ

れぞれの立場から様々な意見が出されました。 

市民活動団体の中でも、すでに地域活動に参加しているという団体もあ

りましたし、このような交流会を通して地域とどうかかわっていけるかを

知りたいという声もあり、地域への関心の高まりが大いに感じられました。 

 一方、区長さんからは、「区民の中でも高齢になると、周りに迷惑をか

けまいとして、区を抜けてしまう人がいる。そういった人と地域で一緒に

暮らしていくにはどうしたらいいのか。」というお話がありました。この

ような区での課題は、すぐに解決することは難しいものですが、課題を

様々な団体と共有することで、解決につながるヒントが見つかるかもしれ

ません。センターでは、今後も様々な団体の皆さんが集まれる交流会を計

画・開催してまいりますので、多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

 
 
 

 

安曇野市市民活動サポートセンター 〒399-8281 安曇野市豊科 6000 番地 安曇野市 市民生活部 地域づくり課内 
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登録団体の取材レポート 
 

◆ ＮＰＯ法人子育て支援ぱおぱお                               

 ＮＰＯ法人子育て支援ぱおぱおは、主に未就園児とその家族を対象に、遊び場の提供やひなまつり、クリスマ

スなどの季節に合わせたイベント、各種サロン等を開催し、子育て支援に関する事業を行っています。平日の午

前１０時から午後３時３０分まで、いつでも自由に出入りができる遊び場を提供しており、保護者の方たちの情

報交換や友達づくりの場として、多くの親子に利用されています。 

 法人名の「ぱおぱお」は、子どもが言いやすいことと、モンゴルの遊牧民が使用している円形の家「ゲル」が、

中国では「パオ（包）」とも呼ばれていることから、親子を温かく包み込む「第二の居間」になれば、という願

いを込めてつけた名前だそうです。 

 取材に伺った８月５日は「ぱおぱおサロン」の開催日ということで、親子合

わせて約１００人もの参加があり、会場である「ぱおぱおのおうち」は、楽し

そうにはしゃぐ子どもたちの声でとても賑わっていました。夏休み期間中とい

うこともあり、幼稚園児や小学生の参加も多数ありました。 

 また、この日の「ぱおぱおサロン」では、今年度４回目となる「異世代交流

会」が行われました。この「異世代交流会」は、核家族化により地域の中で孤

立しがちな若い子育て世代が地域に溶け込めるようにと、「ひといちばシニア

クラブ」の皆さんを中心とした、長く地元で生活している「子育ての先輩世代」

がボランティアとしてサロンに参加し、様々な催しを通して世代間の交流を図

ることを目的に計画されたものであり、今年度の「つながりひろがる地域づく

り事業補助金」の交付事業のひとつとなります。今回は参加者が多かったため、

３つのグループに分かれ時間を区切って、縁側で流しそうめんをしたり、部屋

の中で工作やお魚つりをしながら、親子同士や世代間の交流をもちました。 

 豊科地域在住で、２歳半と生後４ヶ月の２人のお子さんを連れて

参加していた石曽根美紀さんは、「イベントがある時に参加してい

てリフレッシュができている。シニア世代の方との交流では、昔の

子育ての話も聞け、また、自分が下の子の面倒をみている間、上の

子の面倒をみてもらえるので安心できる。」と話し、世代間の交流

が、子育て世代に良い効果をもたらしていることが感じられました。 

 「子育ての先輩世代」として参加していた望月民子さん（８８）

は、「孫も成人し、子どもとかかわる機会をもちたいと思い参加し

ている。子どもとふれあうことで心がなごむし、若返るような気が

する。」と嬉しそうに話していました。子どもたちに積極的に声をかけ、一緒に遊んだり、子どもたちの面倒を

みる望月さんは、とても８８歳とは思えないほど若々しく感じました。 

 荻野幸子副理事長は、「今日の交流会は、段取りよくうまく進行で

きた。ボランティアの方も何回も来ているので、スタッフとのコミュ

ニケーションも円滑にとれ、参加している親子とも自然にお話しして

くれている。」と話し、手ごたえをつかんでいました。 

 「異世代交流会」は、安曇野市三郷明盛にある「ぱおぱおのおうち」

にて、今年度全１０回の日程で開催を予定しています。 

（市民活動サポートセンター職員にて取材） 
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第１回「プチ講座」 開催報告 

 まちづくりに対する市民の皆さんの関心や意識を高め、「協働」

を考えるきっかけとなることを目的として、第１回「プチ講座」を

８月２４日（土）に安曇野市役所で開催しました。 

市出前講座「みんなが主役ではじまる協働のまちづくり」として、

地域づくり課担当職員から、今年策定した第２次「協働のまちづく

り推進基本方針及び協働のまちづくり推進行動計画」の解説と、協

働のまちづくりとは何か、また、協働のまちづくりが必要な背景や

推進の目的・理念等についての話を講座形式で行いました。参加者

の中には、日頃から地域活動や市民活動に積極的に取り組み、すで

に協働のまちづくりの一翼を担っている方もいらっしゃいましたが、人口減少・高齢化の推移グラフや、協働の

まちづくりに関する市民アンケート調査の結果などのデータから、改めて協働のまちづくりの必要性について、

理解を深めていただいたと思います。 

 講座終了後に参加者全員で行った意見交換会では、「協働の必要性を

感じているが、実際にどうしたら効果につなげられるのか難しい。」「勉

強するのではなく、実際に活動してみることが大事なのではないか。」

といった感想が出されました。 

 参加者からの感想を受けて、センターでは、地域の中であらゆる主体

が協働し、地域課題の解決に向けて活動しているといった事例の情報発

信に力を入れてまいりたいと思います。皆様の身近なところで、このよ

うな事例がありましたら、是非ともセンターまでお寄せください。 

 

「つなひろ」追加募集における交付事業が決定！！ 
 支え合う地域社会を目指し、市民活動団体（NPO やボランティア団体など）が、自主的で主体的に取り組

む、地域に根差した市民活動事業を支援し、幅広い市民活動の輪が広がることを目的とした「つながりひろが

る地域づくり事業補助金」について、６月下旬から７月中旬にかけて追加募集を行い、下記の３事業への交付

が決定しましたので、お知らせします。 

◆実施団体と事業名                                    

 

◆その他の助成金情報                                  
そのほか、現在受付期間中の助成金情報について、市役所本庁舎１階のくつろぎ広場の情報コーナーや、 

センターのホームページでお知らせしていますのでご覧いただき、積極的にご活用ください。 

 

実 施 団 体 事 業 名 

安曇野で暮らすように泊まる実行委員会 
神竹灯コンサート IN 安曇野神竹灯 2019 

＆竹楽における特産品紹介 

ママの働き方応援隊 長野松本校 赤ちゃん先生プロジェクト 

白馬ユニバーサルフィールド実行委員会 ユニバーサルツーリズム推進事業 
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イベント情報     

【市民活動サポートセンター主催】第３回 NPO セミナー ※要事前申し込み 
■日時 ９月 14日（土）9:30～11:30 
■場所 安曇野市役所本庁舎 ３階 共用会議室306 
■内容 ワークショップ「つながりから生まれる協働のまちづくり」 
■費用 不要 
■申込期限 ９月 12日（木）まで 
■申し込み・問い合わせ 安曇野市市民活動サポートセンター（TEL 71-2013） 
 

第１回森の子入園説明会 
■日時 ９月 19日（木）12:30～14:00   
■場所 野外保育森の子 
■内容 先生と在園保護者が園での生活などをお話しします。 
■対象 来年度入園希望者 
■費用 100円 
■問い合わせ 野外保育森の子（TEL 090-7000-6810） 
 
安曇野歴史サロン ９月例会 「東アジアの歴史の中で捉えなおす 仏教伝来と明科廃寺」 
■日時 ９月 21日（土）13:30～15:00 
■場所 明科公民館 講堂 
■講師 大澤 慶哲さん 
■費用 500円（資料代）※会員無料 
■申し込み 不要（入場多数の場合はお断りすることがあります。） 
■問い合わせ 安曇誕生の系譜を探る会 川﨑さん（TEL 090-5779-5058） 
 

2019 JDDnet セミナーin ながの 「発達障害と意思決定支援」 ※要事前申し込み 
■日時 ９月 14日（土）10:00～16:00   
■場所 豊科公民館 
■内容 講演（10:00～12:00）シンポジウム（13:00～16:00） 
■費用 一般 3,000円 
■申し込み JDDnet ながのホームページ https://jddnagano.jimdo.com/ より ※９月４日（水）締切 
■主催 一般社団法人日本発達障害ネットワーク、日本発達障害ネットワークながの 
 
動物愛護フェスティバル2019 インあづみ野 
■日時 ９月 23日（月・祝日）10:00～15:30 
■場所 三郷文化公園 
■内容 シンポジウム（13:00～14:30）、動物ふれあい教室、乗馬体験（ポニー）、動物クイズラリーほか 
■主催 動物愛護フェスティバル 2019インあづみ野実行委員会 
■問い合わせ 長野県健康福祉部 食品・生活衛生課 乳肉・動物衛生係（TEL 026-235-7154） 
 
ＮＰＯ法人設立講座 ※要事前申し込み 
■日時 ９月 17日（火）13:00～15:30 
■場所 長野県大町合同庁舎 １階 101・102 号会議室 
■申込期限 ９月 10日（火）まで 
■申し込み・問い合わせ 長野県県民協働課（TEL 026-235-7189、FAX 026-235-7258） 
 
◇◆◇イベント情報をお寄せください◇◆◇ 
・市民活動サポートセンター通信やホームページで、皆さんの活動やイベントの広報をします。参加者や会員
の募集を呼び掛けることができるので、市民活動サポートセンターにご連絡ください。 

・イベントや催しに、市民活動サポートセンター職員や市民活動サポーターが取材にお邪魔する場合もありま
す。皆さんの活動のＰＲにご活用ください。 

安曇野市市民活動サポートセンター 

住所  〒399-8281 安曇野市豊科６０００番地 

  安曇野市役所本庁舎２階 地域づくり課窓口 

電話  0263-71-2013 
E-mail kururin@city.azumino.nagano.jp 

 

開館時間 午前８時３０分～午後５時１５分    

休所日 毎週土・日曜日、祝日 

  年末年始 １２月２９日～１月３日 

 

＊登録団体等の情報を掲載します。センターまでお寄せください。 

＊定員が設けられているイベント等は、必ず主催者にお申込みまたはお問い合わせください。 

https://jddnagano.jimdo.com/

